
オーチ ヤー ドグラスを主体 とした放牧革地への加里 と

苦土の施用について

1  背 景 と特 徴

牧草中のK/CattM宮 当畳比が 2,2以上であると放牧牛にグラステタニー症が非常に発生

じやすいといわれている。そこで、テグニー症予防のためK/Ca十 ¥g当 量比を 2.2以下、

Mg含 量 0。2%(DM)以 上にするための加里と者土の放牧地 (オーチヤー ドグラス主体 )で

の施用法について検討した。

2  技 術 内容

1)窒 素と加里の施肥比率を2:1に すると、Caと Mg含 右率が高まり、加里含右率は低下

して 1番草でK/C att Mg当量比は低 くなる。

2) K/CattMg当 童比を2.2以下にするためには窒素と加里の施用比率だけでなく、土

壊中の加里含量も考慮しなければならない。

即ち、窒素10竹/10■ 施肥に対して加里は置換性加里を含めて乾± 100

になるよう施肥す ること。

置換性加堅竹/100タ 8

施肥 加里
・
A 7 / 1 0 a 6.3

ぶI : K2 °とし】缶

り土壊重 7万 A7として )

DM)以 上にするためには、上記の加里の施肥に対 して毎年

10a(生 草収量 4～ヽ t/16a と して )の 施用が必愛であ

-0.5ま たは 2-1-0-0,6の 化成肥料 100カ /10a施

指導 上 の留意 点

苦土の施用は毎年行 うこと。一時に多量の施用では流亡による損失が大 きい。

夕中 17竹以下

(土 狭の深さ 10あ、 10a当

3) Mg含 量を春期に 0,2%(

苦土をMgと して 2～ 3々 /

る。 (成分含右率 2-1-1

用で十分 )
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4 試験 成績 の概 要

1)試 験課題名 苦 土と力8里の施用士がオーチヤー ドグラスのミネラル含量に及ほす杉4P

2)試 験年次及び場所 昭 48～ 51年 倍 手苦試)、昭 48～ 50年 (区界放牧地 )

3)試 験方法

(1)苦 土は航桜マグネシウ今で1'4るとして 0、 5、 10、 20々の4段階とし、それぞれに

加里は 0、 10、 20、 40枠 /10aを 早春と3番刈後に等壷づつ分施した。 ,

窒素 20、隣酸 10A7/10aを 加里と同時に分施した。但し者土は初年のみ施用っ

(2)刈 取は草丈が 40～ 50cれに達 した時に行った。             、

4) 試 験結夫

K/Ca tt M g当童比を 2.2以下、1五g含± 0。2%(DM)以 上にするための加里と著土

の放牧地 (オーチヤー ドグラス主体 )での施用法について明らかにした。

5)主 要成果の具体的データ            ・

表-l M宮 施用量と牧草含畳およびミネラルパランス (1番 車 )
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注 窒 素 と加塁の施肥比率 2:1

瞥

０
，
・４

０
。
‐８

０
。
・７

０
，
２．

一

３
．
６２

３
．
．８

４
．
３８

３
．
８５

ｇＭ十仇Ｃ／Ｋと里カ

　

ア

の
　
ハ路
１

０１
刊

ハ
ー

町

中
　

１０
　
６
　

５

図 - 1

蝉　″
　
十要
中
の
か
Ｋ

当量比の回帰直線

y=-697+lQ96″

rェ =Q9も 121キtlや!■

n==48

40    &0

_3な ユ

10 2 0 的
で
０ K/ca tt M″ 当量比



図-2 Mg施 用量と置換性Mgの 惨透量
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表-2 Mg施 用量と利用率

Mg施 用竜 | 稿
…………

■4 ケ

持7/10年 Mg吸 収量Ar7ヵOa 利れ率% |

0

5

10

2 0

6 4 8

7 3 0

7 3 2

宅8 6

l G 4 0

& 4 0

6)残 された問題点

(1)噴 出源の実なる火山灰 (岩手火山灰以外 )での検討
ヽ

0 放 牧地における家畜の条尿から加里追元掟の把壊
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